
35～46 ［略］ 35～46 ［略］

て、特例法施行規則第40条第４項の規
定により口座振替による納付の申出を
行うときは、「（【予納台帳番号】）」を
「【振替番号】」とし、振替番号を記載
し、「【納付金額】」には納付すべき手数
料の額を記載する。商標法第76条第６
項ただし書の規定により、現金により
手数料を納付する場合であつて、特例
法施行規則第40条第５項の規定により
指定立替納付者による納付の申出を行
うときは、「（【予納台帳番号】）」を「【指
定立替納付】」とし、「【納付金額】」には
納付すべき手数料の額を記載する。

「（【予納台帳番号】）」を「【振替番号】」
とし、振替番号を記載し、「【納付金額】」
には納付すべき手数料の額を記載す
る。商標法第76条第６項ただし書の規
定により、現金により手数料を納付す
る場合であつて、特例法施行規則第40
条第５項の規定により指定立替納付者
による納付の申出を行うときは、「（【予
納台帳番号】）」を「【指定立替納付】」と
し、「【納付金額】」には納付すべき手数
料の額を記載する。

号を、「【納付金額】」には手数料の額


（「円」、「，」等を付さず、アラビア数
字のみで表示すること。以下この様式
において同じ。）を記載する。商標法第
76条第６項ただし書の規定により、現
金により手数料を納付する場合であつ

ること。以下この様式において同じ。）
を記載する。商標法第76条第６項ただ
し書の規定により、現金により手数料
を納付する場合であつて、特例法施行
規則第40条第４項の規定により口座振
替による納付の申出を行うときは、

様式第12 様式第12
［略］ ［略］
〔備考〕 〔備考〕
１～６ ［略］ １～６ ［略］
７ 「（【識別番号】）」は、なるべく記載
するものとし、識別番号を記載しない
ときは、「（【識別番号】）」の欄は設ける
には及ばない。ただし、登録料の納付
に際し、特例法施行規則第40条第２項
の規定により特例法第15条第１項の規


定による手続に係る申出


を行うとき、
同規則第40条第４項の規定により口座
振替による納付の申出を行うとき又は
同規則第40条第５項の規定により指定
立替納付者による納付の申出を行うと
きは、識別番号を記載しなければなら
ない。

７ 「（【識別番号】）」は、なるべく記載
するものとし、識別番号を記載しない
ときは、「（【識別番号】）」の欄は設ける
には及ばない。ただし、登録料の納付
に際し、特例法施行規則第40条第２項
の規定により見込額からの納付の申出


を行うとき、同規則第40条第４項の規
定により口座振替による納付の申出を
行うとき又は同規則第40条第５項の規
定により指定立替納付者による納付の
申出を行うときは、識別番号を記載し
なければならない。

８～17 ［略］ ８～17 ［略］
18 「【登録料の表示】」の欄は、特例法施
行規則第40条第２項の規定により特例


法第15条第１項の規定による手続に係

る申出


を行うときは、「【予納台帳番

18 「【登録料の表示】」の欄は、特例法施
行規則第40条第２項の規定により見込


額からの納付の申出


を行うときは、
「【予納台帳番号】」には予納台帳の番

定により、現金により登録料を納付す
る場合であつて、特例法施行規則第40
条第４項の規定により口座振替による
納付の申出を行うときは、「（【予納台帳
番号】）」を「【振替番号】」とし、振替番
号を記載し、「【納付金額】」には納付す
べき登録料の額を記載する。商標法第
40条第６項ただし書若しくは第43条第
４項ただし書の規定により、現金によ
り登録料を納付する場合であつて、特
例法施行規則第40条第５項の規定によ
り指定立替納付者による納付の申出を
行うときは、「（【予納台帳番号】）」を
「【指定立替納付】」とし、【納付金額】」
には納付すべき登録料の額を記載す
る。

規定により、現金により登録料を納付
する場合であつて、特例法施行規則第
40条第４項の規定により口座振替によ
る納付の申出を行うときは、「（【予納台
帳番号】）」を「【振替番号】」とし、振替
番号を記載し、「【納付金額】」には納付
すべき登録料の額を記載する。商標法
第40条第６項ただし書若しくは第43条
第４項ただし書の規定により、現金に
より登録料を納付する場合であつて、
特例法施行規則第40条第５項の規定に
より指定立替納付者による納付の申出
を行うときは、「（【予納台帳番号】）」を
「【指定立替納付】」とし、【納付金額】」
には納付すべき登録料の額を記載す
る。

19 第18条第２項


の規定により国と国以
外の者の共有に係る権利であつて、国
以外の者の持分の割合に乗じて得た額
を納付するときは、「（【納付の表示】）」
の欄の次に「【持分の割合】」の欄を設け
て、「〇／〇」のように国以外のすべて
の者の持分の割合を記載する。

19 第18条第３項


の規定により国と国以
外の者の共有に係る権利であつて、国
以外の者の持分の割合に乗じて得た額
を納付するときは、「（【納付の表示】）」
の欄の次に「【持分の割合】」の欄を設け
て、「〇／〇」のように国以外のすべて
の者の持分の割合を記載する。

20～22 ［略］ 20～22 ［略］
23 商標法第21条第１項の規定により商
標権の存続期間の更新登録の申請をす
るときは、「（【納付の表示】）」（備考19


に

該当する場合にあっては「【持分の割
合】」）の欄の次に「【特許料等に関する
特記事項】」の欄を設けて、「商標法第21
条第１項の規定による商標権の存続期
間の更新登録の申請」と記載する。

23 商標法第21条第１項の規定により商
標権の存続期間の更新登録の申請をす
るときは、「（【納付の表示】）」（備考20


に

該当する場合にあっては「【持分の割
合】」）の欄の次に「【特許料等に関する
特記事項】」の欄を設けて、「商標法第21
条第１項の規定による商標権の存続期
間の更新登録の申請」と記載する。

24・25 ［略］ 24・25 ［略］

号】」には予納台帳の番号を、「【納付金
額】」には登録料の額


（「円」、「，」等を

付さず、アラビア数字のみで表示する
こと。以下この様式において同じ。）を
記載する。商標法第40条第６項ただし
書若しくは第43条第４項ただし書の規

号を、「【納付金額】」には見込額から納


付に充てる登録料の額


（「円」、「，」等
を付さず、アラビア数字のみで表示す
ること。以下この様式において同じ。）
を記載する。商標法第40条第６項ただ
し書若しくは第43条第４項ただし書の
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